国際連合の地域開発に関する著名な先生による特別講演です。技術士に限らず多くの技術者の方にお越しいただき、「SDGｓと国際開発・防災」を学ぶ講演会です。(ＣＰＤ付き)
日本技術士会中部本部社会貢献（防災支援小）委員会・建設部会からのご案内
令和元年度　「SDGｓと国際開発・防災に関する特別講演」会」




主催：公益社団法人日本技術士会中部本部社会貢献（防災支援小）委員会
共催：中部本部建設部会、愛知県支部防災委員会
開催日時：2019年12月18日（水）15：00～17：00　
会　場：中部大学名古屋キャンパス（鶴舞）三浦記念会館６階610講義室
場　所：名古屋市中区千代田5-14-22（JR中央本線鶴舞駅北改札口出て右側建物）
【講演内容】[image: ]

テーマ：「SDGsと国際開発プロジェクトの現状と課題」
講師：遠藤　和重 氏（国際連合地域開発センター所長）
講演時間：15：05～16：35　【CPD 1.5時間】
概要：「2030年までに国際社会が協力して取り組むべき持続可能
な開発目標（Sustainable Development Goals:以下、「SDGs」）」は、
途上国だけではなく、先進国も積極的に取り組む開発目標と位置づ
けており、日本も2016年5月にSDGs推進本部を設置し、「SDGs実施指針」や「SDGsアクションプラン」を策定し、積極的に取り組んでいます。名古屋に所在する国際連合地域開発センター（United Nations Center for Regional Development:以下、「UNCRD」）は、国連本部でSDGsを担当している「持続可能な開発目標部（DSDG）」に所属しています。SDGsの意義（環境、経済、社会の三側面の同時達成を目指す持続可能な開発の考え方）や国際開発の現状と課題について紹介します。
	講　師　紹　介　
	略　歴　　(国際連合地域開発センターHPより)

	遠藤　和重　　氏
（えんどう・かずしげ）
国際連合地域開発センター所長
	2018年8月より現職。1990年に国土交通省に採用され、道路交通をはじめとする社会インフラ分野において国内および海外のプロジェクトを経験し、UNCRD着任前は、復興庁岩手復興局次長として東日本大震災からの復興創生に取り組む。これまでに、九州地方整備局鹿児島国道事務所長、大分県土木建築部参事兼道路課長、道路局企画課企画専門官、国土技術政策研究所情報基盤研究室長、関東地方整備局千葉国道事務所長、世界銀行アフリカ局運輸交通グループ上級道路技術者、国土政策局広域地方政策課調整室長等を歴任。

	京都大学工学部卒、同大学大学院修了（工学）、米国ネブラスカ州立大学（地域計画学修士）。技術士（建設部門）、APECエンジニア。
	


参加費：正会員1,000円、一般(非会員)2,000円、準会員・学生500円(資料代含)
交流会：17：30～19：00（参加自由）、　　会費4,000円
申込書（下表）：講演会および交流会の出席・欠席のいずれかに〇印を付し、併せ
て参加費の会員区分に○印を囲んで下さい。氏名・連絡先を記入の上、申込み下さい。
	講　演　会
	出席　・　欠席
	参加費
	一般2,000円、正会員1,000円、準会員500円

	交　流　会
	出席　・　欠席
	参加費
	4,000円

	氏　　　名
（所　属）
	氏名：　　　　　　　　　　　所属（企業等）：　　　
会員区分：一般（非会員）、正会員【部門：　　　　　】、準会員、学生・大学院生

	連　絡　先
	TEL：
	Ｅ-Mail：


申込方法：本紙に御記入の上、E-MailまたはFAXで「日本技術士会中部本部社会貢献委員会」宛に申し込み下さい。定員60名、先着順に受付、申込締切日：12月16日（月）正午。E-Mail：g-chubu@asahi-net.email.ne.jp　Tel：052-571-7801　Fax：052-533-1305
問合せ先：中部本部社会貢献会委員会平澤E-Mail：hirasawa@isc.chubu.ac.jpまで。以上
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